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組織的渦構造と乱流力学

核科研 木田重雄 (Shigeo Kida)

混沌とした乱流場の中に, 細長い管状の集団運動が存在し, 拡散や混合, 抵抗,

安定性, 統計法則, 等々, その力学的重要性が広く認識されるようになってきま

した. 自由勇断乱流のロール (横渦) やブレイ ド (縦渦) , 壁乱流の流れ方向渦,

等方乱流のワームなどがそれです. これらの組織的構造の物理的, 力学的特性の

定量的解析が最近急速に進展し, 伝統的な統計理論に加えて構造解析が乱流研究

の新しい柱として育ちつつあります. 本研究集会は, このような状況を踏まえ,

渦構造に関連する研究を募り, この方向の研究の現状を見つめ将来を探るために

企画されました.

講演数は, 予想を上回る 36件 (うち 2件はやむを得ぬ事情で取り消しになり

ました) に上る盛況となり, このテーマに対する関心の高さがうかがわれました.

その反面, 一般講演の持ち時間が 20分ずつしか取れなかったことにはがまんし

なければなりませんでした. しかし, このため, それぞれの講演を要領よくまと

めていただく結果となり, 内容により強いインパクトが感じられ, かえってよかっ

たという気がします.

ご覧のように, 本講究録では, 講演論文を, 渦構造の特性と検出 (6編) , 渦

構造の形成と遷移 (1 1編) , 渦構造の力学 (9編) , 渦構造と乱流統計 (6編)

の 4つに分類して掲載することにしました. それぞれが力作で, 著者の意気込み

が強く感じられ, 研究のさらなる発展を期待させてくれます. 近い将来, 新しい

成果を得られて, 皆さんのポテンシャルが上がってきたころに, またこの種の研

究集会を開きたいものです.
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